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千葉県総合計画 ～千葉の未来をともに創る～【体系図】
第1編  計画策定の基本的な考え方

～千葉の未来をともに創る～
「県民を守り、支え、そして飛躍する千葉の実現」

第２編  基本構想編

第2章  千葉県が目指す姿

第3編　実施計画編
第1章　重点的な施策・取組

第2章　行政経営の基本的視点

第3章　実施計画の政策評価

基本目標 I　危機管理体制の構築と安全の確保
1　危機管理体制の構築と「防災県・千葉」の確立
2　くらしの安全・安心の確保

1　経済の活性化と更なる飛躍
2　稼げる農林水産業の推進
3　社会資本の充実とまちづくり

1　医療提供体制の充実と健康寿命の延伸
2　高齢者福祉と障害者福祉の充実

基本目標 II　千葉経済圏の確立と社会資本の整備

基本目標 III　超高齢化時代に対応した医療・福祉の充実

基本目標 IV　こども・若者の可能性を広げる千葉の確立
1　こども・若者施策の充実
2　教育施策の充実

1　多様性が尊重され、誰もが活躍できる社会の実現
2　連携・協働による社会づくり

1　脱炭素化と循環経済の推進
2　環境の保全と豊かな自然との共生
3　千葉の魅力の向上と活用 
４　千葉の特徴・歴史を生かした文化・スポーツ振興　

基本目標 V　誰もがその人らしく生きる・分かり合える共生社会の実現

基本目標 VI　独自の自然・文化を生かした魅力ある千葉の創造

策定の趣旨
頻発化・激甚化する災害や人口減少社会の到来等、喫緊の課題に対応し、県民の命とくらしを守るとともに、「空」「海」などの魅力を磨
き上げ、誰もが社会に参加・活躍し、豊かなライフスタイルを実現できる県づくりを加速していくため、新たな総合計画を策定する

計画の性格

基本理念

基本目標・目指す姿

県づくりの方向性

県政の基本的な方向を総合的・体系的にまとめた、県政全般に関する最上位の基本的かつ総合的な計画

第１章 千葉の新たな飛躍に向けた6つのチャレンジ
　(1) 頻発化・激甚化する大規模災害等に備えた危機管理体制の強化と新たな犯罪形態への対応　
　（２） 本格的な人口減少社会への対応　(3)成田空港の拡張事業等に伴う波及効果の最大化
　（４） 超高齢化時代における医療・福祉・介護ニーズの高まりへの対応　（５）多様性を活力とし、誰もが活躍できる社会づくり　
　（６） 独自の自然・文化を生かした魅力の発信と千葉に向かう人の流れの創出

地域の特性・地理的条件等を踏まえた6ゾーン (東葛・湾岸、印旛、香取・東総、九十九里、 南房総・
外房、内房)を設定し、各地域の活性化に向けた取組の方向性を示す

計画の構成と期間
基本構想編 ： 計画策定時を起点におおむね10年後を見据えた課題意識と千葉県が目指す姿を示す
実施計画編 : 基本構想編を踏まえ、令和7～10年度までの4年間で重点的に実施する施策・取組等を示す

Ⅰ 危機管理

危機管理体制の
構築と安全の確保

Ⅱ 産業・社会資本

千葉経済圏の確立と
社会資本の整備

Ⅲ 医療・福祉
超高齢化時代に
対応した医療・
福祉の充実

Ⅳ こども・若者
こども・若者の
可能性を広げる
千葉の確立

Ⅴ 共生
誰もがその人らしく
生きる・分かり合える
共生社会の実現

Ⅵ 自然・文化
独自の自然・文化を
生かした魅力ある
千葉の創造
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P.013

P.075

市町村との連携強化：県政運営の土台となる徹底した現場主義 
県民や民間等との協働・共創：開かれたコミュニケーションによるオール千葉県の力の結集
DXの推進：県民サービスの向上や効率的な行政の実現、様々な課題の解決に向けたデジタル技術の活用
時代の変化に対応した行政組織への変革：機能的で弾力性のある組織運用、行財政改革、地方分権の推進 
SDGs の推進 ：総合計画に掲げる施策・取組の着実な推進によるSDGsの推進

EBPM の手法を踏まえた分析・検証とPDCA サイクルに基づく施策の改善・着実な実行を図ることとし、4年間で実現を目
指すべき89項目の社会目標 ( 具体的な数値目標 ) を設定

第１節　計画策定の趣旨
第２節　計画の性格
第３節　計画の構成と期間

第
１
編

用
語
解
説

第
２
編

指
標
一
覧

第
３
編

参
考
資
料



010 011

　この計画は、「基本構想編」と「実施計画編」で構成しています。

　基本構想編では、計画策定時を起点におおむね10年後を見据え、千葉県を取り巻く社会・経済環境
の変化についての課題認識と、計画の基本理念や政策の推進に当たっての基本目標など、本県が目指
す姿を示します。

　実施計画編では、基本構想編で掲げた課題認識や基本理念を踏まえ、6つの基本目標の実現に向け
て、令和7年度（2025年度）から令和10年度（2028年度）までの 4 年間で重点的に実施する施策・
取組を体系的に整理します。

千葉県では、令和3年度（令和4年（2022年）3月）に「千葉県総合計画 ～新しい千葉の時代を切り
開く～」を策定し、県民の命とくらしを守るとともに、海と緑に囲まれた自然環境や優れた都市機能を生か
し、豊かな県民生活を実現できる「千葉の未来」を切り開いていくため各種施策を推進してきました。
この間、成田国際空港（以下「成田空港 」という。）の拡張事業に向けた取組や、首都圏中央連絡自
動車道※（以下「圏央道」という。）・北千葉道路※など広域道路ネットワークの整備進展等により、立地優
位性をはじめとした本県のポテンシャルが更に高まるとともに、社会のグローバル化やデジタル化の進展、
新型コロナウイルス感染症の経験を契機としたライフスタイルの変化など、本県を取り巻く社会・経済環境は
大きく変化しています。
同時に、頻発化・激甚化する自然災害への対応や、「匿名・流動型犯罪グループ（トクリュウ）※」に代

表される新たな犯罪形態への対応、本格的な人口減少社会の到来に伴う、様々な分野での人手不足や、
地域経済の縮小、集落機能の低下への懸念などに対し、将来にわたり地域の活力を維持していくための
取組が求められています。
さらに、誰一人取り残すことなく、持続可能な世界を実現するための普遍的な国際目標であるSDGs
（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）や、2050年カーボンニュートラル※の実現
に向け、民間企業や県民とも連携・協働した取組が必要です。
そこで、県では、これまでの取組の成果を踏まえつつ、県民の命とくらしを守るため、これら喫緊の課題に迅
速・的確に対応するとともに、本県が有する「空」、「海」、「里」の魅力を磨き上げ、誰もが社会に参加・活
躍し、豊かなライフスタイルを実現できる県づくりを加速していくため、新たな総合計画を策定します。

　この計画は、本県の更なる飛躍に向け、本県が県民と共に目指す将来像を示すとともに、その実現に
向けて取り組むべき県の政策及び施策の基本的な方向を、総合的かつ体系的に定めた、県政全般に関す
る最上位の基本的かつ総合的な計画です。
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　（２）実施計画編

　（１）基本構想編

計画策定の趣旨第 節1第 節1 計画の構成と期間第 節3第 節3

計画の性格第 節2
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　この計画は、「基本構想編」と「実施計画編」で構成しています。

　基本構想編では、計画策定時を起点におおむね10年後を見据え、千葉県を取り巻く社会・経済環境
の変化についての課題認識と、計画の基本理念や政策の推進に当たっての基本目標など、本県が目指
す姿を示します。

　実施計画編では、基本構想編で掲げた課題認識や基本理念を踏まえ、6つの基本目標の実現に向け
て、令和7年度（2025年度）から令和10年度（2028年度）までの 4 年間で重点的に実施する施策・
取組を体系的に整理します。

千葉県では、令和3年度（令和4年（2022年）3月）に「千葉県総合計画 ～新しい千葉の時代を切り
開く～」を策定し、県民の命とくらしを守るとともに、海と緑に囲まれた自然環境や優れた都市機能を生か
し、豊かな県民生活を実現できる「千葉の未来」を切り開いていくため各種施策を推進してきました。
この間、成田国際空港（以下「成田空港 」という。）の拡張事業に向けた取組や、首都圏中央連絡自
動車道※（以下「圏央道」という。）・北千葉道路※など広域道路ネットワークの整備進展等により、立地優
位性をはじめとした本県のポテンシャルが更に高まるとともに、社会のグローバル化やデジタル化の進展、
新型コロナウイルス感染症の経験を契機としたライフスタイルの変化など、本県を取り巻く社会・経済環境は
大きく変化しています。
同時に、頻発化・激甚化する自然災害への対応や、「匿名・流動型犯罪グループ（トクリュウ）※」に代

表される新たな犯罪形態への対応、本格的な人口減少社会の到来に伴う、様々な分野での人手不足や、
地域経済の縮小、集落機能の低下への懸念などに対し、将来にわたり地域の活力を維持していくための
取組が求められています。
さらに、誰一人取り残すことなく、持続可能な世界を実現するための普遍的な国際目標であるSDGs
（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）や、2050年カーボンニュートラル※の実現
に向け、民間企業や県民とも連携・協働した取組が必要です。
そこで、県では、これまでの取組の成果を踏まえつつ、県民の命とくらしを守るため、これら喫緊の課題に迅
速・的確に対応するとともに、本県が有する「空」、「海」、「里」の魅力を磨き上げ、誰もが社会に参加・活
躍し、豊かなライフスタイルを実現できる県づくりを加速していくため、新たな総合計画を策定します。

　この計画は、本県の更なる飛躍に向け、本県が県民と共に目指す将来像を示すとともに、その実現に
向けて取り組むべき県の政策及び施策の基本的な方向を、総合的かつ体系的に定めた、県政全般に関す
る最上位の基本的かつ総合的な計画です。
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　（２）実施計画編

　（１）基本構想編
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第１章　千葉の新たな飛躍に向けた6つのチャレンジ
第２章　千葉県が目指す姿

第1節　基本理念 
第2節　基本目標・目指す姿
第3節　県づくりの方向性

参考資料

千葉県のシンボルなど

● 県章
県章は、カタカナの（チ）と（ハ）を図案化したもの
です。  

（明治42年12月28日制定）

● 県旗
県旗は、中央に県章を配し、地は希望と発展を表
わす空色、マークは菜の花の薄黄色で縁取って
あります。

（昭和38年7月29日制定）

● 県の花 （なのはな）
昭和29年4月、NHKが中心となり一般から公募
したもので、正式には決められていませんが、
「菜の花」とされ広く親しまれています。

● 県民鳥 （ホオジロ）
県内に生息し、県民に最も親しまれている鳥とし
て、この鳥が選ばれました。

（昭和40年5月10日指定）

● 県の魚 （タイ）
本県にゆかりが深く、明るいイメージをもち、本
県の発展を象徴するにふさわしい魚として選ば
れました。 （平成元年2月23日指定）

● 県の木 （マキ）
本県の気候風土にあい、街路、公園、庭木など県
民の目によくふれる木として選ばれました。

（昭和41年9月29日指定）

　明治６年（１８７３年）６月１５日に、木更津県と印旛県をあわせて
千葉県が誕生しました。この６月１５日を「県民の日」と定めました。
（昭和５９年３月２６日制定）

★県民の日 ６月15日


